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審議結果

認第1号 平成２８年度大竹市一般会計
予算 － ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

認第6号 平成２８年度大竹市土地造成
特別会計予算 － ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第19号
議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の
一部改正について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第20号
特別職の職員で常勤のもの
の給与に関する条例の一部
改正について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第36号 平成２７年度大竹市一般会計
補正予算（第３号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

平成27年
陳情第4号

「高齢者が地域で活躍できる
場の拡大に取り組むシルバー
人材センター」への支援に関
する陳情

－ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 採択

平成28年
陳情第１号

大竹駅東口広場整備事業の
早期実施についての陳情 － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

請願・陳情名 請願・陳情者 要　旨 委員会の意見・結果 付託
委員会 本会議

小方小学校移転跡地
に「公園」設置陳情

小方一丁目南自治会
　会長　飯森　仁志

小方一・二丁目北自治会
　会長　柴崎　雅文

小方二丁目自治会
　会長　木本　光彦

①地区自治会の各種イベントが
出来る広場であること

②幼児～高齢者までが使用でき
る広場であること
③小方小学校跡地としてのモ
ニュメントを設置すること

④災害対策本部が設置された際
の第２次避難場所の新規指定

旧小方小・中学校跡地の利活用
の動向を踏まえて審査する必要
がある

【継続審査】

小方地域
まちづくり
対策特別
委員会

継続審査

「高齢者が地域で活
躍できる場の拡大に
取り組むシルバー人
材センター」への支援
に関する陳情

公益社団法人大竹市
シルバー人材センター
　理事長　松﨑和生
　ほか１２人

①シルバー人材センターへの補
助金と公共事業の発注の確保

②シルバー人材センターの拠点
施設の整備

採択：移転した後の土地活用も
図られ地域の活性化につながる
不採択：賛成しても具体案がな
いのでできない。一旦不採択と
すべき

【採択】

生活環境
委員会

採択

大竹駅東口広場整備
事業の早期実施につ
いての陳情

大竹市身体障害者
福祉協会
　会長　杉本守正
　ほか２人

①「大竹駅東口広場整備事業」
について一日も早い，本格的工
事の実施と早期完成

②現大竹駅施設内に本工事に先
駆けて障害者や高齢者に優し
い昇降用エレベーターの設置

採択してもエレベーターだけを
設置する可能性はない
　

【不採択】

生活環境
委員会

不採択

第１回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

陳情・請願・意見書
この表は本会議で採決のあと，本人の申告にもとづいて作成したものです。　― : 議長　○ : 賛成　●：賛成でない

～本会議での討論～
●高齢者が地域で活躍できる場の拡大に取り組むシルバー人材センターの支援に関する陳情
【不採択とすべき討論】
「市の財政状況も厳しい中、お金が無くなれば市にお願いするという
やり方は変え、自らの収入財源を確保する経営努力をしてもらいたい」
「配食サービスについて児童生徒が減少し高齢化が進む中、給食セ
ンターもでき、行政との連携をしっかり煮詰めてから陳情を吟味し
たい」

【採択とすべき討論】
「補助金と公共事業の確保や施設改善
の必要性は十分理解できる。合わせて、
同居のさつき作業所の検討、跡地活用
における周辺の活性化を図れるから採
択すべき」
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